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修士論文要旨
１．研究の背景・目的
　近年、子ども達の遊び場の減少や社会進出する女性の増
加といった、社会や教育の変化に伴い、保育施設での生活
が子ども達にとって重要性を持つようになってきた。また、
視覚情報は人が環境から受け取る全情報量の約80％を占め
ると言われており、空間の眺めが子ども達を育む教材の一
つとなっているといえる。以上の背景から、本研究は保育
施設内における子どもたちの主体的な行動様態と空間構成
要素との関係を分析する事で、保育空間における子どもと
環境の関わり合いを具体的に明らかにし、今後の保育環境
づくりのための一資料となることを目的とする。
２．調査概要
調査対象：Ｍ保育園、Ｓ幼稚園、こども園Ｍ（新園舎）を
対象とした。これらは保育施設としての種別と建築的な特
徴が３園それぞれ異なるため選定した。調査方法：①三脚
に固定したデジタルカメラを使用し、大人の目線の高さ
（1400mm）と３歳の子どもの目線の高さ（850mm）を想定し
て、子ども達の移動経路となる施設内の連続写真を撮影し
た（＊1）。②園ごとの空間構成の違いによる子どもの行動
場面に着目し、子ども達の主体的な行動場面を記録した。
３．保育施設における空間構成要素　
　Ｐ．シールの「空間構成要素」の分類を参考に（＊2）保
育空間の「上方」「側方」「下方」にある視覚情報となりう
る物理的要素を、撮影した保育施設内の写真から抽出し、抽
出された要素を『表面』『スクリーン』『対象』といった３
つの性質に分類した。『表面』は二次元平面となるもの、『対
象』は三次元的な形をもつもの及び表面の上に重なる面積
の小さいもの、『スクリーン』は狭い間隔で並ぶ「対象」や
穴の開いた「表面」として定義した（表１）。
４．撮影画面の中心にみる空間構成要素
　　　　　　　―子どもと大人の相違点と共通点―
　室内の連続写真から各園舎ごとに空間構成要素を抽出し、
子どもの目の高さと、大人の目の高さではどのような空間
構成の違いが見られるか考察したところ、どの園において
も子どもの目の高さで中心にとらえている側方の空間要素
としては、表面的要素である建物系家具が多かったのに対
し、大人の目線の高さでは子どもに比べて度合いが少ない
傾向にある事がわかった。この事から、大人にとっては視
界が抜ける収納家具であっても、子ども達にとっては壁の
ように視線を遮る存在になっているであろうことがわかる。
５．子ども達の行動と空間構成との関係
　空間内の側方にある柵や開口部といった自分がいる空間
とは異なる向こう側の空間を可視的にしている「スクリー
ン」的な要素は、子ども達の「覗く」という行動を誘発し
ている動的な魅力を持つ空間構成要素だといえる。
６．まとめ
　本研究を通して、以下の事がわかった。
①子どもの目線の高さから環境を把握することの重要性：
一見見通しの良い空間でも、子どもにとっては圧迫感を与
えているかもしれない。子どもの目線の高さからの眺めも
考慮した保育環境デザインが重要である。
②空間構成が子どもに与える期待感：柵や表面にあいた穴
などのスクリーン性のある空間構成要素は、子ども達の「見
る」「覗く」という行動を誘発し、向こう側の空間への期待
感を持たせる要因となっている。
③空間構成デザインから出来る保育環境づくり：計画設計
では、高さ方向の計画から空間構成に変化をもたせたり、使
用する建築材料に気を配ることで、子ども達に様々な空間
体験を用意することができる。また保育現場では、子ども
達に活発に動いて欲しい場所では視界の妨げとなるものを
取り除いてあげたり、子どもの目のつきやすい位置に対象
物となる玩具や掲示物を配置したりすることで、子ども達
は活動の幅を広げる事ができる。
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表１．保育施設における空間構成要素
